
新
社
長
就
任
挨
拶

　会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
儀

　こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
葬
祭

ア
グ
レ
ム
の
社
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
職
に
あ
た
っ

て
は
、
農
協
が
営
む
葬
祭
業
の
意
味
合
い
を
深
く
噛
み
締

め
、
会
員
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆

様
に
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
ま
す「
安
心
と
ま
ご
こ
ろ
」

を
お
伝
え
出
来
る
よ
う
社
員
共
々
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　朝
夕
の
冷
え
込
み
に
秋
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃

で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
さ
れ
、
今
ま
で
同
様
の

お
付
き
合
い
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　株
式
会
社
ふ
る
さ
と
葬
祭
ア
グ
レ
ム

　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長

　小
田
嶋
　
契

㈱ふるさと葬祭アグレム広報誌
平成27年9月10日発行

発行／㈱ふるさと葬祭アグレム（事務所）
横手市大雄字本庄道北堰間13
TEL.0182-52-3930
FAX.0182-52-3931

www.ja-sousai.co.jp/furusato
ホームページ

〒013-0345 横手市大雄字本庄道北堰間13
TEL.0182-52-3930／FAX.0182-52-3931

0120-87-2630
フリーダイヤル

提案します。安心・まごころ葬儀

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌に
あわせて封書にてご案内をさせていただい
ております。ご利用割引券など同封しており
ますので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？

〒013-0069
横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930
FAX.0182-36-3931

〒013-0208
横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630
FAX.0182-23-1220

おものがわ

虹のホールアグレム

虹のホールアグレム
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11 お葬式・法要の 無料事前相談 実施中

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？

葬儀の費用って
実際いくら必要なの？

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減したり、
少しでも安心して頂くために、どんな些細なこと
でもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

訪問相談も承っております。
手順はとても簡単です。
①まずは52-3930までお電話ください。
②「訪問相談希望です」とお伝えください。
　※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッフがお伺いします。

ふるさと葬祭みどりの会入会随時
受付中

「みどりの会」は葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。どなた様でもご入会いた
だけ、特典も盛りだくさんです。ご家族のご不幸ばかりではなく、ご利用いただけます。

◆「ＪＡ葬祭みどりの会」は、葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。
◆みどりの会は県内におけるご葬儀の施行やご相談なども対応できるＪＡ葬祭ネットワークです。
◆先方の風習が分からなくて不安？！ そんな時はその地域のプロにおまかせください。

みどりの会はＪＡ葬祭の
あんしんネットワーク

●ホールご利用特典……コース価格15％割引／自宅用祭壇30％割引

会
員
特
典

他にも会員特典盛りだくさん

●ご葬儀の自宅祭壇貸出料金
……15％割引

●ギフト
10～20％割引

●外花環貸出料金
￥16,200→￥14,500（税込）
￥21,600→￥19,000（税込）

●生花（籠花）料金
￥16,200→￥14,500（税込）
￥21,600→￥19,000（税込）

葬 儀 に 関 す る
不 安 や 悩 み は
ございませんか？
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―
―
末
期
の
水
取
り
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

 　
別
の
言
葉
で
は
「
死
に
水
を
取
る
」

と
も
言
い
ま
す
が
、
こ
の
由
来
は
お
釈

迦
様
が
な
く
な
る
時
、
喉
が
渇
き
水
を

求
め
ら
れ
た
た
め
、
お
弟
子
の
方
た
ち

が
浄
水
を
差
し
上
げ
た
こ
と
か
ら
き
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
水
を
飲
ん
で
命
が
蘇
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
気
持
ち
や
、
あ
の
世
へ
の

旅
立
ち
に
喉
が
渇
か
な
い
よ
う
に
と
い

う
思
い
も
あ
る
よ
う
で
す
。

 ―
―
曹
洞
宗
に
お
い
て
の
ご
焼
香
の
作

法
と
意
味
は
？

 　
仏
様
の
お
食
事
は
「
よ
い
香
り
」
で

す
。
で
す
か
ら
「
よ
い
香
り
」
を
お
供

え
す
る
事
が
ご
焼
香
の
意
味
で
す
。
生

花
も
「
華
香
」
と
い
っ
て
花
の
香
り
を

お
供
え
す
る
の
で
す
。
亡
き
人
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
「
香

を
捧
げ
る
」
と
も
い
い
ま
す
。

　
焼
香
の
作
法
で
最
も
気
に
な
る
の
は

焼
香
の
回
数
で
し
ょ
う
。
曹
洞
宗
の
場

合
は
二
回
が
一
般
的
で
す
。
は
じ
め
に

合
掌
し
、
一
回
目
は
主
香
と
い
い
右
手

で
香
を
つ
ま
み
、
額
の
前
で
頂
き
香
呂

に
故
人
様
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
薫
じ
ま

す
。
二
回
目
は
従
香
と
い
い
、
主
香
が

消
え
な
い
よ
う
に
額
に
頂
か
ず
そ
の
ま

ま
香
を
加
え
最
後
に
も
う
一
度
合
掌
し

ま
す
。
人
数
が
多
い
と
き
は
一
回
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
各
宗
派
の
焼
香
の
作
法
を
知
っ
て
お

く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
故
人
を
思
い

な
が
ら
手
を
合
わ
せ
る
事
が
大
切
な
の

で
す
。

 ―
―
お
寺
や
お
墓
の
入
口
に
あ
る
六
地

蔵
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

 　
六
地
蔵
は
地
域
の
墓
地
や
お
寺
の
境

内
、
そ
れ
に
街
道
沿
い
に
祭
ら
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
よ
く
親
し
ま
れ
て
い
る

仏
さ
ん
で
す
。
日
本
で
は
古
く
は
平
安

中
期
以
降
に
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
六
地
蔵
と
は
人
は
亡
く
な
っ
た
後
に

生
前
の
行
為
の
善
悪
の
い
か
ん
に
よ
っ

て
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
人
間
、
天
上
、

修
羅
と
い
う
六
道
の
世
界
を
輪
廻
転
生

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
六
道
の

苦
し
み
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
ら
れ

る
の
が
お
地
蔵
さ
ん
で
す
。
地
蔵
様
の

六
つ
の
分
身
を
六
地
蔵
と
い
い
、
地
獄

道
の
檀
陀
、
餓
鬼
道
の
宝
珠
、
畜
生
道

の
宝
印
、
人
間
道
の
除
蓋
障
、
天
上
道

の
日
光
、
修
羅
道
の
持
地
の
各
お
地
蔵

さ
ま
が
お
り
ま
す
。

　
こ
の
永
泉
寺
の
お
地
蔵
さ
ま
に
も
毎

朝
か
か
さ
ず
お
水
を
あ
げ
、
お
線
香
を

立
て
て
お
参
り
す
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
汚
れ
れ
ば
掃
除
を
し
て
花
立
の
水

を
か
え
て
、
ま
た
新
し
い
お
花
を
お
供

え
し
て
…
そ
の
人
が
言
う
に
は
「
い
つ

も
お
地
蔵
さ
ま
に
守
ら
れ
て
い
る
気
が

し
ま
す
」
と
。

　
そ
れ
だ
け
お
地
蔵
さ
ま
は
身
近
な
存

在
な
の
で
す
。

大
切
な
家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
参
り
ま
し
た
。

  よこての
お寺巡り
今回は十文字町川前の

永泉寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。
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第11回
おしらせ

し
ゅ
こ
う

た
ん
だ

ほ
う
じ
ゅ

じ
　
ち

じ
ょ
が
い
し
ょ
う

く
ん

じ
ゅ
う
こ
う

永泉寺 第三十五世 
寿松木 光雄（すずき・こうゆう）住職

曹洞宗  寒梅山  永泉寺  本堂

【履歴】 
□昭和33年
　駒沢大学仏教学部卒
□昭和33年～36年
　大本山総持寺安居
　研修科修了
□昭和36年10月
　永泉寺３５世住職拝命

永泉寺の鐘楼堂
平成11年に建立、建立当
初から毎日夕方に子供たち
が集まってきて突いている
ことで知られています。少
子化になった現在でも夕
方５時には鐘を突きにくる
子供たちは絶えません。

永泉寺の庭園
七五三の石組みを中心に大小１５０程の石組と三
段の滝水が池にそそぐ見事な庭園、その池に架か
る蓬莱太鼓橋の廊下を渡った先に位牌堂がある。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
当
社
事

業
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
て
代
表
取
締

役
常
務
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
常
に
皆
様
の
傍
ら
に
い
て
安
心
と
ま

ご
こ
ろ
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
社
員
一

同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

参加無料

日頃の感謝をこめて、今年もさまざまな企画を
ご用意してお待ちしておりますので、ご親戚、
ご近所お誘いあわせのうえご参加下さい。
供養終了後、恒例となりました会員様限定の抽選会を行います
ので同封いたしました抽選券を当日受付までお持ち下さい。 

㈱ふるさと葬祭アグレム

人形供養祭
可愛がっていたお人形やぬいぐるみなど丁寧にご供養いたします。

10.18
（日）今年は1回のみの

開催となります。

見本 当日のご入会も
可能です。

虹のホールアグレムアグレム虹のホールアグレムアグレム

横手市三枚橋一丁目6-10　TEL.0182-36-3930

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

受　　付   9：00～
供養開始 11：00

佐藤　慶臣
雄物川町沼田 出身（２４歳）

先輩方の良いところを
少しでも多く吸収し、
早く皆様のお役にたて
るよう頑張ります！

まだまだ社会人とし
て未熟者ですが、挨
拶を大事にがんばり
ます！

今年６月19日の役員改選にて新体制となりました

佐々木　勇樹
大森町坂部 出身（20歳）

新 代表取締役常務
江村  広悦
大雄字高津野 出身
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家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
参
り
ま
し
た
。

  よこての
お寺巡り
今回は十文字町川前の

永泉寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。
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第11回
おしらせ

し
ゅ
こ
う

た
ん
だ

ほ
う
じ
ゅ

じ
　
ち

じ
ょ
が
い
し
ょ
う

く
ん

じ
ゅ
う
こ
う

永泉寺 第三十五世 
寿松木 光雄（すずき・こうゆう）住職

曹洞宗  寒梅山  永泉寺  本堂

【履歴】 
□昭和33年
　駒沢大学仏教学部卒
□昭和33年～36年
　大本山総持寺安居
　研修科修了
□昭和36年10月
　永泉寺３５世住職拝命

永泉寺の鐘楼堂
平成11年に建立、建立当
初から毎日夕方に子供たち
が集まってきて突いている
ことで知られています。少
子化になった現在でも夕
方５時には鐘を突きにくる
子供たちは絶えません。

永泉寺の庭園
七五三の石組みを中心に大小１５０程の石組と三
段の滝水が池にそそぐ見事な庭園、その池に架か
る蓬莱太鼓橋の廊下を渡った先に位牌堂がある。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
当
社
事

業
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
て
代
表
取
締

役
常
務
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
常
に
皆
様
の
傍
ら
に
い
て
安
心
と
ま

ご
こ
ろ
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
社
員
一

同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

参加無料

日頃の感謝をこめて、今年もさまざまな企画を
ご用意してお待ちしておりますので、ご親戚、
ご近所お誘いあわせのうえご参加下さい。
供養終了後、恒例となりました会員様限定の抽選会を行います
ので同封いたしました抽選券を当日受付までお持ち下さい。 

㈱ふるさと葬祭アグレム

人形供養祭
可愛がっていたお人形やぬいぐるみなど丁寧にご供養いたします。

10.18
（日）今年は1回のみの

開催となります。

見本 当日のご入会も
可能です。

虹のホールアグレムアグレム虹のホールアグレムアグレム

横手市三枚橋一丁目6-10　TEL.0182-36-3930

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

●JA-SS
ブックオフ様●

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様●

横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅会場

場所：虹のホールアグレム

受　　付   9：00～
供養開始 11：00

佐藤　慶臣
雄物川町沼田 出身（２４歳）

先輩方の良いところを
少しでも多く吸収し、
早く皆様のお役にたて
るよう頑張ります！

まだまだ社会人とし
て未熟者ですが、挨
拶を大事にがんばり
ます！

今年６月19日の役員改選にて新体制となりました

佐々木　勇樹
大森町坂部 出身（20歳）

新 代表取締役常務
江村  広悦
大雄字高津野 出身



新
社
長
就
任
挨
拶

　会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
儀

　こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
葬
祭

ア
グ
レ
ム
の
社
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
職
に
あ
た
っ

て
は
、
農
協
が
営
む
葬
祭
業
の
意
味
合
い
を
深
く
噛
み
締

め
、
会
員
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆

様
に
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
ま
す「
安
心
と
ま
ご
こ
ろ
」

を
お
伝
え
出
来
る
よ
う
社
員
共
々
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　朝
夕
の
冷
え
込
み
に
秋
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃

で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
さ
れ
、
今
ま
で
同
様
の

お
付
き
合
い
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　株
式
会
社
ふ
る
さ
と
葬
祭
ア
グ
レ
ム

　
　
　
　代
表
取
締
役
社
長

　小
田
嶋
　
契

㈱ふるさと葬祭アグレム広報誌
平成27年9月10日発行

発行／㈱ふるさと葬祭アグレム（事務所）
横手市大雄字本庄道北堰間13
TEL.0182-52-3930
FAX.0182-52-3931
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0120-87-2630
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提案します。安心・まごころ葬儀

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌に
あわせて封書にてご案内をさせていただい
ております。ご利用割引券など同封しており
ますので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？

〒013-0069
横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930
FAX.0182-36-3931

〒013-0208
横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630
FAX.0182-23-1220

おものがわ

虹のホールアグレム

虹のホールアグレム

ま ご こ ろ 通 信

11 お葬式・法要の 無料事前相談 実施中

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？

葬儀の費用って
実際いくら必要なの？

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減したり、
少しでも安心して頂くために、どんな些細なこと
でもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

訪問相談も承っております。
手順はとても簡単です。
①まずは52-3930までお電話ください。
②「訪問相談希望です」とお伝えください。
　※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッフがお伺いします。

ふるさと葬祭みどりの会入会随時
受付中

「みどりの会」は葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。どなた様でもご入会いた
だけ、特典も盛りだくさんです。ご家族のご不幸ばかりではなく、ご利用いただけます。

◆「ＪＡ葬祭みどりの会」は、葬儀全般を安心してまかせられる会員制度です。
◆みどりの会は県内におけるご葬儀の施行やご相談なども対応できるＪＡ葬祭ネットワークです。
◆先方の風習が分からなくて不安？！ そんな時はその地域のプロにおまかせください。

みどりの会はＪＡ葬祭の
あんしんネットワーク

●ホールご利用特典……コース価格15％割引／自宅用祭壇30％割引

会
員
特
典

他にも会員特典盛りだくさん

●ご葬儀の自宅祭壇貸出料金
……15％割引

●ギフト
10～20％割引

●外花環貸出料金
￥16,200→￥14,500（税込）
￥21,600→￥19,000（税込）

●生花（籠花）料金
￥16,200→￥14,500（税込）
￥21,600→￥19,000（税込）

葬 儀 に 関 す る
不 安 や 悩 み は
ございませんか？


